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電波銀河はジェットを噴出する活動銀河の一種であり、電波銀河に付随するローブはジェットの噴出した磁気
プラズマを蓄積した広大シンクロトロン電波源である。電波銀河のローブの観測から、ジェットの過去の活動や
ジェットに伴って起こる粒子加速の情報を得ることができる。これまでローブの物理量を観測的に測定するため
には、シンクロトロン電波と逆コンプトンX線を組み合わせた手法が主流であった。一方で、遠赤外線の帯域は、
放射冷却によるシンクロトロン放射のスペクトルの折れ曲がり (cooling break) よりも高周波側に対応すること
が予想される。遠赤外線と電波のスペクトルを比較して cooling breakを測定することができれば、ローブの磁場
などの物理量を推定することができる。しかし、これまで、遠赤外線によるローブの観測はほとんど行われてこ
なかった。そこで本研究では、最も近傍の電波銀河であるCenraurus Aの内側ローブに着目し、Herschel衛星の
SPIRE装置および PACS装置による遠赤外線観測のデータを調査した。その結果、SPIREによる撮像データか
ら、Cenraurus Aの内側ローブから遠赤外線の検出に成功した。これにより、波長 λ = 500 µmでの遠赤外線フ
ラックスを Sν ∼ 0.6 Jy (南内側ローブ), ∼ 1.6 Jy (北内側ローブ)と測定することができた。また、遠赤外線シ
グナルの有意度の高かった北内側ローブに対しては、遠赤外線帯域でのスペクトル指数を αFIR ∼ 1.2と求めるこ
とができた。この遠赤外線スペクトルは、GHz帯域の電波スペクトルに比べて有意にソフトであることから、遠
赤外線帯域が cooling break よりも高周波側に対応することを示唆する。本講演では、遠赤外線と電波のスペク
トルの比較から得られる Centaurus A 内側ローブの物理量を議論する。


